
評価項目 評価の具体的項目 現状 目標達成のための方策
○目的意識と学ぶ意欲の向
上

・「みらいチャレンジ活動」を充実させ、地域への公開を継続する
・１年生･３年生の総合的な学習の時間の改善に向けて学年主任との連携を図る
・１年生での準備段階を充実させる。特に、１年生でコミュニケーショントレーニングを検証
し、その充実を図る

○自ら課題を見つけその解
決に向けて積極的に行動す
る態度の育成

・「みらいチャレンジ活動」と連携し、書籍による情報の重要性を認識させる
・１･２年生でビブリオバトルを実施し、コミュニケーション能力を育成をする

○アクティブ・ラーニング
の実践により教員の授業力
の向上を図り、生徒が主体
的に参加する授業の創造

・全教科、全教員でアクティブ・ラーニングに取り組み、その内容のブラッシュアップを目指
す
・公開授業の教員相互の見学を通して、教科指導の中にアクティブ・ラーニングを定着させる
・ｉＰａｄを中心としたＩＣＴの活用をさらに広げる

○習熟度別クラス編成、習
熟度別授業のより効果的な
展開

・先進校視察で得た情報を参考にして、本校教育の新たな方向性を決定する
・新たに1年生の国語に習熟度授業を導入し、より生徒の習熟の度合いに合った授業・考査・評
価を工夫する

○高校での学習方法の理解
と必要とされる家庭学習時
間の確保

・課題の内容や量を精査しながら学力および学習意欲の一層の向上につながるように取り組ま
せる
・進路講演会や個人面談等を通じて、日々の学習の大切さを生徒に理解させ、継続的に指導を
行う
・生徒の能動的な学習につながるよう初期指導の充実および日常の継続的な指導を行う

○休日や長期休業における
学習の充実

・夏期学習会では事前に生徒に計画をきちんと立てさせ、より明確な意識をもって学習会に当
たれるようにし、その後の学習にも繋がるように指導していく
・部活動との両立の一助になるよう各部活動との連携を図る

○主体的に進路を選択でき
る能力の育成と戦略的な進
路指導組織の確立

・３年生の進路講演会は予備校から講師を招いて実施する内容を継続する
・１０月と１２月の進路調整会では、個人懇談や三者懇談で志望校決定の具体的な資料が提供
できるようにする
・引き続き先進校視察、教員による大学訪問を実施し、進路指導に有効な情報の収集・蓄積を
図り、生徒への指導に活かす

○模試結果の利用とセン
ター試験を意識した指導

・１・２年生の予備登録・本登録の時期や３年生の総体後など、回数は少なくても進路を考え
るべき時期に「進路だより」を通じて必要な情報を発信し、意識を高めさせる
・模試等で数値目標を設定し、その実現に向けて委員会で検討を行う
・生徒に模試後の復習について具体的な方法を提示する
・模試分析を活用し、授業内容の改善と課題の工夫に繋げる

評価基準　Ａ：十分達成（１００％）　Ｂ：概ね達成（８０％程度）　Ｃ：変化の兆し（６０％程度）　　Ｄ：まだ不十分（４０％程度）　　Ｅ：目標・方策の見直し（３０％以下）

①自己実現
を可能にす
る学力の向
上

高い志の育
成

○進路目標が明確でなく、学習に対する意
欲に欠けている生徒がいる
○「みらいチャレンジ活動」の導入とその
成果発表会の開催により、主体的に学ぶ姿
勢の育成とチャレンジする姿勢に改善が見
られるようになってきたが、まだ不十分で
ある

○生徒の学力の分析を行い、分かる授業を展
開している
○先進校視察を参考にして効果的な学力向上
策を立てる

○家庭学習時間調査で次の目標を達成する
　平日：
　1・2年生2時間以上、3年生3時間以上
　休日：
　1・2年生4時間以上、3年生5時間以上
○オリエンテーションを通しての学習習慣の
確立と学習方法を理解する

学習習慣の
確立

○家庭での学習時間が十分でない。また効
果的な学習方法がわからない生徒もいる
○長期休業中の学習会の参加者は増加傾向
にあり、参加した生徒にも好評である

質の高い授
業の実践

○全教科・全教員でアクティブ・ラーニン
グに取り組むことはできたが、内容的には
改善の余地がある
○授業での教師に対する評価、生徒の達成
感が目標値に届いていない

○土曜学習会、長期休業中の講習の参加者が
増加する

○アンケートにおける生徒の達成感に関する
肯定的な回答が70％以上、教師の指導力に関
する肯定的な回答が80％以上になる
○全教員でアクティブラーニングに取り組
み、その技法の改善を図る

国公立大
学・難関私
立大学に合
格できる力
をつけた生
徒の増加

○国公立大学の現役合格者数および模試の
偏差値50以上の生徒数は目標値に届かな
かった
○入学時点での学力差が広がり、進路意識
の多様化が進む傾向にある

○キャリア教育を通して自立的な進路設計と
その実現ができる生徒が増加する
○進路指導部を中心とした進路指導組織の確
立する

○1月進研模試で偏差値50以上の生徒数が1年
生で160人以上、2年生で140以上になる
○現役合格者が国公立大学で75人以上、難関
私立大学で25名以上となる
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本校の学
校方針

質の高い授業と親身な指導を通して、進路実現に必要な学力をつけるとともに、地域社会の多様な
ニーズに応え、郷土に貢献する「知、徳、体、志」のバランスのとれた人材を育成する。

指導重点
目標

①自己実現を可能にする学力の向上
②基本的生活習慣と社会的規範意識の確立
③安心且つ切磋琢磨できる人間関係の構築
④保護者・地域と連携した活気ある学校づくり

○「みらいチャレンジ活動」を中心に学問に
対する興味や意欲を高め、主体的に学ぶ姿勢
が身につく

○体験的な活動を重視し、目標達成に向けて
チャレンジする態度・能力が育つ

重点目標
年　　　　度　　　　当　　　　初

目標（年度末の目指す姿）



評価項目 評価の具体的項目 現状 目標達成のための方策
重点目標

年　　　　度　　　　当　　　　初

目標（年度末の目指す姿）
○健全な心身の育成 ・学年集会、終業式等で強く注意喚起する

・教室掲示用の「生徒部からの注意」を学期ごとに作成し、問題行動の発生防止に努める
○学力向上につながる生活
リズムの確立

・引き続き毎朝の昇降口指導を行い、遅刻者ができる限り減るよう努める
・精神的な問題を抱えている生徒については、生徒支援部との連携を行う

社会的規範
意識の育成

○社会の一員としての自覚
の喚起

○自転車の運転マナーはやや改善したが、
苦情の通報も少なくなってきている
○ＴＥＡＳの活動については、ゴミの排出
量、電力使用量、水道使用量とも現在のと
ころ今年度の取り組み目標をほぼ達成でき
ている

・自転車通学時の事故も発生しており、自転車通学者への指導を強化する
・街頭指導の回数を増やすとともに、安全運転教室等の開催も検討する
・TEASに関しては、今年度の目標を達成する努力を継続していくとともに、生徒の環境意識を
高める取り組みをしていく

○部活と学習の両立ができ
る生徒の育成

・週１日の部活動休養日および定期考査前の部活禁止期間を設ける
・引き続き定期考査前の部室の鍵の受け渡しについては、活動申請を確認したうえで行うよう
にする

○部活動・生徒会活動の活
性化

・生徒会執行部の生徒たちが、自分たちの仕事や年間の生徒会行事をスムーズに進行している
現在の状況を維持する
・短時間でも成果が上がるような効率的な部活動指導を探る

○自己の個性の理解と他者
の個性の尊重
○自尊感情の育成

・学期毎の職員会議において生徒の状況報告を行い、職員間の情報共有をさらに深める
・情報リテラシーに関する講演会は、今後も入学予定者とその保護者に対しても継続する
・教科「情報」だけでなく、ｉＰａｄを用いた授業においても情報リテラシーについて積極的
に取り上げる

○社会貢献活動への積極的
な参加
○主権者意識の育成

・生徒が希望するボランティア活動が行えるように調整を行う
・部活動等の少人数での地域貢献活動の方法を探る

○PTA活動の一層の充実
○学校と保護者の連帯の強
化

・ホームページではタイムリーな情報発信を行う
・より多くの部活動が積極的にホームページで活動状況を発信する
・教育活動の発信についても、担当者が校務委員会で確認する

○公開授業や人権公開LHRの
充実

・保護者への案内文書やPTA広報紙での発信に加え、ホームページの更なる活用や地域への発信
も行う
・例年発行のPTA人権広報誌により、生徒・保護者への内容の周知とともに人権意識の啓発を図
る

○中高連携事業の一層の充
実
○文化部総合芸術祭「翠燦
く」の一層の充実

・中高連携事業は本校生徒がより主体的に中学生に働きかけるように意識の醸成を図る
・「翠燦く」は、再スタートという気持ちで新たなものへの挑戦を模索する

○高大連携の強化と生徒の
変容

・大学訪問での本校の卒業生との懇談は継続するが、研究発表会への参加など大学での学問・
研究へ触れる機会を探る
・「みらいチャレンジ活動」は、今年度もアドバイザー（大学教授）を迎え専門家から見た活
動への評価を参考にする

○各大学訪問の参加者の予定人数が確保でき
る
○アドバイザーの指導により「みらいチャレ
ンジ活動」が一層の充実する

評価基準　Ａ：十分達成（１００％）　Ｂ：概ね達成（８０％程度）　Ｃ：変化の兆し（６０％程度）　　Ｄ：まだ不十分（４０％程度）　　Ｅ：目標・方策の見直し（３０％以下）

④保護者・
地域と連携
した活力あ
る学校づく
り

学校教育活
動の積極的
な公開

○PTA大学訪問研修や交通安全街頭指導に
も保護者の積極的な参加がある
○ホームページを利用しての情報発信方法
がタイムリーにできている

○PTA活動への参加者が増加する
○タイムリーにホームページの更新を行う

○保護者、関係機関、地域からの参加者の増
加する

地域や関係
機関との連
携の強化

○芸術科を中心とした中高連携事業および
文化部総合芸術祭「翠燦く」は取り組みと
して定着している
○高大連携により「みらいチャレンジ活
動」の充実を図ることができた

○学校全体で中高連携事業および文化部総合
芸術祭「翠燦く」に取り組む

③安心且つ
切磋琢磨で
きる人間関
係の構築

健全な高校
生活の充実

○週1日の部活動休養日および定期考査前
の部活禁止期間も徹底できている
○生徒会活動全般において、生徒会執行部
が主体的に活動している

○週1日の部活動休養日および定期考査前の
部活禁止期間も徹底と部活動と学習の切り替
えがきちんとできる

○運動部の全国・中国大会出場が20競技以
上、文化部の全国大会出場が5部門以上とな
る

望ましい人
間関係の構
築

○コミュニケーションが苦手な生徒や不適
応の生徒の増加傾向にある
○SNS等でトラブルがおこることがある
○ボランティア活動への参加者が減少した

○自分を含め一人ひとりが大切な存在と認識
できる
○良好な人間関係およびコミュニケーション
ができる

○各種ボランティアへの参加者が一層増加す
る
○部活動等の単位で地域貢献活動へ取り組む

②基本的生
活習慣と社
会的規範意
識の確立

基本的生活
習慣の確立

○問題行動は若干あったが、生徒全体とし
ては概ね落ち着いた学校生活を送っている
○昨年度は一昨年度に比べ遅刻する生徒が
若干増加した

○地域からの信頼が向上する
○環境を意識した生活を送る

○年間の問題行動発生件数が０になる

○年間遅刻者数が前年比10％減となる


